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高度な技術が求められる危険物輸送　
輸送品質に磨きをかけて信頼される事業者へ

　液体石油化学製品等の危険物を事故なく安全に輸送するためには、交通事故防止に対する取り組みはもちろんのこと、危険物を扱う上での高
度なノウハウも求められてくる。
　昭和 40 年の設立以来、長年にわたってタンクローリーによる危険物輸送事業を展開してきたケミカルトランスポート株式会社（木村　琢
代表取締役社長）では、輸送品質のさらなる向上を目指して果敢に挑戦。「お客様に信頼される運送会社」を目指し、様々な取り組みを加速さ
せている。

ケミカルトランスポート㈱の歴史は、木村社長の父親である木村正
輝氏が創業した東洋合成工業㈱の運輸部として、昭和 36 年に発足し
たことから始まる。40 年にケミカルトランスポート㈲として別会社化
され、42 年に株式会社化。以降、液体石油化学製品の輸送事業や保管
事業を中心に業容を拡大。現在は市川市内に本社営業所・倉庫営業所
の２営業所を構えるほか、香取（千葉県東庄町）・静岡（静岡県掛川市）・
栃木（栃木県大田原市）・四日市（三重県四日市市）の６営業所体制で
事業を展開している。
　木村社長は、大学卒業後大手タイヤメーカーに入社し、営業マンと
して 15 年間勤務していた。木村社長が 30 代を迎えた頃から、正輝
氏が「うちの会社に入ってくれないか」と懇願。ただ、営業マンとし
て活躍していた木村社長には、正輝氏の創業した会社に入社する気は
なかった。正輝氏からの強い入社要請は、その後８年間続いたという。
平成 13 年、「経営者になれば、自分で会社の将来を決められる」との
正輝氏の言葉が決め手となり、木村社長は 39 歳で同社に入社。15 年
に社長に就任した。なお、社長就任翌年の 16 年に、東洋合成工業が
保有していた同社株式を木村社長が取得したことで、同社は親会社か
ら独立。その後新規荷主の開拓を進め、現在では東洋合成工業関係の
業務は２割ほどに留まる一方で、東洋合成工業以外の業務が８割程度
にまで拡大している。
　さて、液体石油化学製品という危険物を輸送するにあたり、同社が
最も大事にしているのが「輸送の安全確保」である。
　同社では、乗務員を 10 人程度の小集団に分け、小集団活動を推進
している。小集団活動における重点項目として、①安全、②業績貢献、
③顧客満足――の３項目を定め、様々なことに関して小集団のメンバー
から意見を吸い上げて改善に繋げている。
　小集団活動を始めたきっかけは、木村社長の社長就任１年後に発生

■交通事故防止に効果を上げる「小集団活動」
労災・荷物事故防止にも果敢に取り組む

した重大事故だった。同社では事故発生前から、
集合研修方式の安全教育を実施してきた。しか
し、座学中心だったため一方通行になりやすく、
結果として実効性に欠けるものになっていた。
事故発生を受け、木村社長は「輸送の安全確保
に向けた取り組み改善」について正輝氏に相談。
その結果、小集団活動を始めることにしたのだ
という。
　「小集団活動では、乗務員が自分たちで目標
を定め、その目標を達成するための方法を考え、
活動を進め、その結果について乗務員に報告さ
せています。グループ内で協力し合いながら、
自主的に PDCA サイクルを回していくことで、
安全性向上に繋げています。小集団活動を始めた当初は、乗務員から
拒否反応が強かったのですが、継続していくうちに事故が減少したこ
とで多くの乗務員が活動の有意性を感じるようになり、今では積極的
に活動に取り組んでいます」（木村社長）
　併せて、同社では第５土曜日に「業務研修会」を開催。直近で発生
した事故事例などを紹介しながら、事故防止に向けた対策などを情報
展開している。
　この業務研修会の中では年に１度（１月または３月）、小集団活動に
おける年間の取り組み内容やその成果を発表させるようにしている。
　「グループの取り組みを参加者全員の前で発表することで、取り組み
に対する責任感も一層高まります。また、達成した成果について業務
研修会の場で褒めてあげることで、乗務員のモチベーションアップに
も繋がります」（同）
　ところで、輸送品質向上を実現していくためには、交通事故はもち
ろんのこと、労働災害・荷役事故も防がなければならない。特に、液
体石油化学製品という危険物の輸送を担っている同社では、積込みや
荷卸しなどの際の積載物の取り扱いに非常に気を配っている。

タンクローリーを大型化した同社のタンクコンテナトレーラーの前に立つ木村社長
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　まず、同社の乗務員には、液体石油化学製品を扱うために必要とな
る国家資格「危険物取扱者乙種第４類（危険物乙４）」を取得させている。
この資格を取得していなければ、乗務に就くことはできない。

タンクへの積込みの際には、タンクからのオーバーフロー（漏洩）
を防ぐために、乗務員はタンクの上に登り、タンク上部にあるハッチ
を開けて液面を監視するようにしている。
　一方で、荷卸し後のタンク洗浄も非常に重要である。同社では、タ
ンク洗浄の際に、洗浄員がタンク上部から墜落するのを防ぐため、昨
年末に高所作業用の安全設備を設置。安全帯のフックをレールに繋げ
て墜落を防ぐことで、タンク上部での作業時の安全対策強化を図っている。
　荷卸し後のタンクには、これまで積んでいた化学薬品がわずかなが
ら残っている。十分にタンクを洗浄せずに次の化学薬品をタンクに充
填すると、残っていた化学薬品と新たに入れた化学薬品が混じり合っ
て規格外となる、コンタミ事故となってしまうのだ。特に、半導体の
洗浄に使われる薬剤など単価の高い化学薬品を輸送する際には、荷主
からコンタミネーション防止が強く求められる。

コンタミ事故を防ぐためには、タンク内をしっかりと洗浄し、乾燥
させて、きれいな状態にしてから、次の化学薬品を積み込む必要がある。
同社では、高純度の純水製造装置をはじめ、タンククリーニング設備
やタンク乾燥設備などを活用し、念入りにタンク洗浄を行っている。
　また、洗浄後のタンク内がきれいになっているかを確認するために、
洗浄後のすすぎ水を分析装置にかけて、社内基準を満たすかどうかを
チェック。分析結果が OK になってはじめて、次の化学薬品を積み込
むことができるのである。
　「液体石油化学製品の高品質化により、お客様からはより高度なタン
ク洗浄技術が求められています。当社は洗浄を得意としており、会社
設立以来 56 年にわたって様々なタンク洗浄を行い、洗浄技術を蓄積
してきました。今後もお客様のご期待に応えられるよう、輸送品質向
上への取り組みを徹底してまいります」（同）

　木村社長に、人材確保の状況を伺うと、そのポイントとして①給料、
②同社のロケーション、③リクルートに特化したホームページ（HP）
の作成――を示した。まず①②としては、危険物輸送は一般的に運賃
水準が高く、その分一般貨物輸送のドライバーに比べて高い給料を支
払うことができること、また市川市は京浜工業地帯と京葉工業地域の
間にあり、物流拠点ではあるものの同社と競合する運送事業者が少な
いことから、タンクローリーのドライバーは比較的採用しやすいとい
う。ただ、同社では自動車整備士が不足しており、新規採用に悩んで
いる。また、手荷役作業がないことから同社では女性ドライバーの採
用にも意欲を持っているものの、「危険物」という言葉のマイナスイ
メージもあって女性の応募は少ないという。そうした状況を打破する
ための取り組み（③）として、同社では 28 年にリクルートに特化し
た HP を作成。スマートフォンでの閲覧にも対応しているほか、実際
の職場の雰囲気を感じてもらいたいとの思いから、仕事の内容などを
紹介する動画もアップしている。
　「事業を進めていく上では人が最も大事であり、人は当社にとって大
きな財産です。様々な施策を通じて人材確保を進めるとともに、当社
で働いている従業員が『この会社で働いていてよかった』と思っても
らえるような会社にしていきたいと考えています。その一環として、
当社では 2020 年度『働きやすい職場認証制度』１つ星も獲得しまし
た」（同）
　最後に、今後に向けた取り組みについて、木村社長に伺った。
　「お客様からより一層信頼され、感謝していただけるような会社にし
ていきたいと思っています。そのためには、安全第一で、高品質な輸
送サービスを提供し続けていくことが求められてきます。また、当社
では ISO タンクコンテナ事業にもいち早く参入し、検査・メンテナン
スに関する独自のノウハウを築いています。これからの時代に即した
新しい事業を展開していくことで、お客様からの幅広いニーズに応え
ていきたいと考えています」（同）

　現在 58 歳の木村社長には、息子（小学３年生）と娘（小学

１年生）がいる。仕事が休みになると、子どもたちと過ごすこ

とが目下の楽しみで、開通前の外環道を走る「外環道工事区間

マラソン大会」では、息子と一緒にマラソンを楽しんだという。

木村社長のモーニングルーティンは「毎朝１時間のストレッ

チ」。スクワットや腕立て伏せなどで身体を動かした後で、出

勤する。毎朝のストレッチは、子どもが生まれたのがきっかけ

で始めたという。

　木村社長は２人の子どもを支えるよき父親として、充実のプ

ライベートライフを楽しんでいる。

企業プロフィール
ケミカルトランスポート株式会社
代表取締役　木村　琢
本社　千葉県市川市原木 3031
従業員　111人（ドライバー 66 人）
台数　83 台

■子どもたちと過ごす時間が目下の楽しみ
健康増進のため「毎朝 1 時間のストレッチ」

タンク洗浄の様子。高所作業におけ
る安全対策強化を図り、ハーネスを接
続するレールシステムを導入した

　点呼業務の質の向上を図るため
に、点呼支援ロボット「Tenko de 
unibo」を全営業所に導入した

　香取営業所に配備されている、
ISO コンテナ荷役用リーチスタッ
カー

　「外環道工事区間マラソン大会」で、
息子と一緒にマラソンを楽しむ木村
社長


